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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルム体を細分化する方法であって、
　（ａ）（１）第１の主表面及び第２の主表面を有する光学スタックと、（２）前記主表
面のうちの少なくとも１つの上の、ポリカーボネート又はポリカーボネートブレンドから
なるポリマースキン層と、を備えるフィルム体を提供する工程、ここで前記光学スタック
は層間粘着性及び異なる屈折率を有するミクロ層を複数含み、前記ミクロ層は、ポリエチ
レンナフタレート、ナフタレンジカルボン酸のコポリマーもしくはブレンド、ポリエチレ
ンテレフタレート、テレフタル酸のコポリマーもしくはブレンド、シンジオタクチックポ
リスチレン及びその誘導体、ポリブチレンテレフタレート、並びにこれらのコポリエステ
ル及びブレンドからなる群より選ばれるポリマーを含み、前記光学スタックは９．１～９
．２μｍのピーク吸光度を有し、前記光学スタック及びポリマースキン層は異なる吸光度
スペクトルを有する、
　（ｂ）前記フィルム体を切断配向に構成する工程、及び
　（ｃ）前記フィルム体が切断配向にある間に、前記フィルム体に１つ以上の切断を生成
し、かつ縁部分を画定するためにパルスレーザー放射を前記フィルム体に方向付ける工程
、ここで前記パルスレーザー放射が９．２～９．３μｍの波長、少なくとも４００インチ
／秒のレーザー合焦スポット走査速度、及び２２４Ｗ以上のレーザー平均出力電力を有し
、前記フィルム体はパルスレーザー放射が照射される面にプレマスク層を有しない、
を含む、方法。
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【請求項２】
　以下の項目
　（ａ）前記レーザー放射は、９．２５μｍの波長を有する、
　（ｂ）前記レーザー放射は、５０％以下のパルスデューティサイクルを有する、
　（ｃ）前記レーザー放射は、２５０μｍ以下の合焦スポットを有する、
　（ｄ）前記レーザー放射は、少なくとも２０ｋＨｚのパルス繰返し数を有する、又は
　（ｅ）前記レーザー放射は、２０マイクロ秒以下のパルス幅を有する、
の少なくとも１つを特徴とする、請求項１に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、フィルム体、例えば、多層光学フィルムすなわち「光学スタック」を備える
光学体の、複数のより小さい断片への切断又は細分化の方法、及びかかる細分化された断
片を備える物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　少なくとも部分的に異なる屈折率のミクロ層の配設による多層光学フィルム、すなわち
所望の光透過及び／又は反射特性を提供するフィルムは、既知であり、かつ増え続ける多
様な用途で使用される。
【０００３】
　多層光学フィルムは、交互ポリマー層を共押し出しすることによっても実証されてきた
。例えば、米国特許第３，６１０，７２４号（Ｒｏｇｅｒｓ）、同第４，４４６，３０５
号（Ｒｏｇｅｒｓら）、同第４，５４０，６２３号（Ｉｍら）、同第５，４４８，４０４
号（Ｓｃｈｒｅｎｋら）、及び同第５，８８２，７７４号（Ｊｏｎｚａら）は、それぞれ
多層光学フィルムを開示する。これらのポリマー多層光学フィルムでは、個々の層を作製
する際にポリマー材料が主に又は排他的に使用される。かかるフィルムは、大量生産プロ
セスに適合し、大きなシート及びロール形式で作製することができる。図示的な実施形態
を、図１に示す。
【０００４】
　典型的な構成では、フィルム体は、しばしば「光学スタック」と呼ばれる、かかる多層
光学フィルムの１つ以上の層、及び更なる保護層をその片側又は両側の上に備える。図示
的な保護層は、例えば片側上又は両側上のより頑強な材料、例えば、ポリカーボネート又
はポリカーボネートブレンドを含むいわゆる「スキン層」を含み、これは構成体に所望の
追加の機械的、光学的、又は化学的特性を付与する。米国特許第６，３６８，６９９号（
Ｇｉｌｂｅｒｔら）及び同第６，７３７，１５４号（Ｊｏｎｚａら）は、その図示的な実
施例を開示する。追加的な外層、例えば、しばしば「プレマスク層」と呼ばれる取り外し
可能な緩衝層を保護のために更に含むことも一般的であり、これは初期の取扱い及び処理
の間、フィルム体を保護し、次いで後の加工工程の間は除去される。図示的な実施例は、
ポリエチレン系フィルム及びポリウレタン系フィルムを示す。図示的な実施形態を、図２
に示す。
【０００５】
　しかしながら、多くの製品は、比較的小さく、かつしばしば多数の光学フィルムの断片
を要する。これらの用途のために、多層光学フィルムの小さい断片を、かかるフィルムの
より大きいシートから、せん断装置（例えば、はさみ）で切断すること、刃で切り目を入
れること、又は他の機械的な装置（例えば、ダイスタンプ法、切断機）で切断することな
どにより、シートを機械的手段により細分化することによって得ることができる。しかし
ながら、切断機構によってフィルム上に行使される力は、切断線又はフィルムの縁部に沿
った領域で層剥離を生じる可能性がある。これは、多くの多層光学フィルムに対しては、
特に当てはまる。結果としてもたらされる層剥離領域は、フィルムの加工前の領域と比較
して、多くの場合変色又は他の光学的な劣化により識別可能である。多層光学フィルムは
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、所望の反射／透過特性を生成するための個々の層の密接な接触に依存するので、層剥離
領域の劣化の結果として、これらの所望の特性を提供することができない。いくつかの製
品用途では、層剥離は、問題とはならない場合があり、目立たない場合さえある。他の用
途、特に実質的に縁部から縁部までフィルムの断片全体が、所望の反射又は透過特性を呈
することが重要なものの場合、又はフィルムが、経時的に層剥離がフィルム内に伝播する
可能性がある機械的な応力及び／又は幅広い温度変化を受ける場合があるものの場合は、
層剥離は大いに有害である可能性がある。
【０００６】
　米国特許第６，９９１，６９５号（Ｔａｉｔら）は、とりわけ、フィルム及び切断片を
支持する取り外し可能なライナーを使用して光学フィルムを切断又は細分化するレーザー
放射を使用する方法を開示する。ポリマー材料のレーザー変換は、しばらく前から知られ
ているが（例えば、米国特許第５，０１０，２３１号（Ｈｕｉｚｉｎｇａ）及び同第６，
８３３，５２８号（Ｄｅ　Ｓｔｅｕｒら）を参照のこと）、光学フィルム体のレーザー変
換は所望の結果を提供していない。切断区域の近傍の光学体の領域、すなわち縁部では、
レーザー変換プロセスの間に発生する熱は、所望の光学的な性能を損う、光学フィルム体
の１つ以上の構成要素の劣化をもたらす。熱はしばしば光学フィルムのいくつかの層内の
所望の結晶特性を崩壊させ、かかる領域の構成要素層を、所望の複屈折が達成されないよ
うな相対的に非晶質の特性にする。結果として、明らかにその領域の本体の色は、切断区
域からより離れて位置する本体の他の部分と均一でない。更に、スキン層として一般的に
使用されるポリカーボネート材料は、レーザー変換の間に遭遇する熱への暴露により黄色
化する傾向があり、フィルムの所望の光学的性能を更に損う。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、多層光学フィルム体及びかかるフィルムからなる製品の細分化のための改
善された方法に対する必要性がある。好ましくは、この方法は、切断線若しくはフィルム
縁部で、層剥離、又は色変化、又は黄色化を生成せず、フィルム上に実質的な切りくずの
蓄積なしに、フィルムを清浄に切断し、かつ自動的かつ／又は連続的な加工プロセスに対
応することとなる。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明は、レーザー放射を使用して、光学スタックを含むフィルム体を１つ以上の別個
の断片に切断又は細分化するための方法、及びかかる方法で製造されたフィルム体を提供
する。
【０００９】
　要約すると、本発明のフィルム体は、第１の主表面及び第２の主表面と、光学スタック
の主表面のうちの少なくとも一方の、そして多くの実施形態ではその両方の上にポリカー
ボネート系スキン層と、を有する光学スタック、すなわち多層光学フィルムを備える。レ
ーザー切断によって形成された少なくとも１つの縁部分は、第１の表面と第２の表面とを
接続する。縁部分では、スキン層は、約２５マイクロメートル未満の幅の変色区域を有し
、フィルムは、約１００マイクロメートル未満の幅の光学的な熱影響区域を有する。
【００１０】
　要約すると、本発明のフィルム体を細分化するための方法は、
　（ａ）第１の主表面及び第２の主表面を有する光学スタックを備えるフィルム体と、こ
れらの主表面のうちの少なくとも１つの上にポリカーボネート系スキン層と、を提供する
ことと、
　（ｂ）フィルム体を切断配向に構成することと、
　（ｃ）フィルム体が切断配向にある間に、１つ以上の切断をフィルム体中に生成し、か
つ第１の主表面と第２の主表面とを接続する１つ以上の縁部分を確定するためにパルスレ
ーザー放射をフィルム体に方向付けることと、を含み、このレーザー放射は、約９．２～
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９．３の波長、及び約４００Ｗ以上の出力を有する。本発明に基づくと、より高い処理速
度、及び切断場所に近接するフィルム体の部分が受けるより少ない熱応力、すなわち最小
限の熱影響区域を提供するように、レーザー放射が選択される。
【００１１】
　本発明は、その付随する速度、コスト、及び光学スタックを備えるフィルム体を所望の
サイズ、及び優れた、これまで達成されなかった、縁部から縁部までの光学的性能を呈す
る構成の別個の断片に変換又は切断することの精密性の利点を備える光学フィルム体のレ
ーザー変換の使用を可能にすることを含む幾つかの利点を提供する。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
　本発明について、図面を参照して更に説明することにする。
【図１】図示的な多層光学フィルムの大きく拡大した斜視図。
【図２】図示的な多層光学フィルム体の部分の断面図。
【図３】フィルム体にしばしば使用されるポリマー材料の吸収スペクトルを示すグラフ。
【図４】フィルム体にしばしば使用されるポリマー材料の吸収スペクトルを示すグラフ。
【図５】本発明に基づいて図２に示された、光学フィルム体内に形成されるレーザー切断
された縁部分の断面図。
【００１３】
　これらの図は、単に説明のためのものであって非限定的なものである。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　数値の範囲を端点によって列挙したものは、その範囲に包含される全ての数値を含む（
例えば、１～５は、１、１．５、２、２．７５、３、３．８０、４、及び５を含む）。本
明細書及び添付の特許請求の範囲において使用される単数形「ａ」、「ａｎ」及び「ｔｈ
ｅ」は、その内容について特に明確な断りがない限り、複数の指示対象を包含するものと
する。したがって、例えば「化合物」を含む組成物と言う場合には、２以上の化合物の混
合物が含まれる。本明細書及び添付の「特許請求の範囲」において使用するところの「又
は」なる用語は、その内容によって明らかに示されない限り、「及び／又は」を含む意味
で一般的に用いられる。
【００１５】
　フィルム体
　本発明で使用されるフィルム体は、第１及び第２の主表面と、この主表面のうちの少な
くとも一方、典型的には両方の上のポリマースキン層とを有する多層光学フィルム又はス
タックを備える。フィルム体は、典型的には、スキン層（複数可）の外側上にプレマスク
層を更に備えることになる。図示的な実施形態を、図２に示す。フィルム及びスキン層は
、レーザー変換に問題を生じる異なる吸光度スペクトルを有する。
【００１６】
　本明細書で使用するとき、「多層光学フィルム」は、その厚さが一般に約０．２５ｍｍ
（１０千分の一インチ、すなわち１０ミル）以下の拡張された光学体を意味する。場合に
よっては、フィルムは、剛性の基板又は別のフィルムなどの、適切な反射又は透過特性を
有する別の光学体に取り付ける又は塗布することができる。フィルムは、自立するか、他
の可撓性の層（複数可）に取り付けられるかのいずれかで、物理的に可撓性の形態とする
こともできる。
【００１７】
　図１は、本発明で使用するための例示的な多層光学フィルム２０を描写する。フィルム
は、複数の個々のミクロ層２２、２４を備える。隣接するミクロ層の境界面で一部の光が
反射されるように、これらのミクロ層は異なる屈折率特性を有する。フィルム体に所望の
反射又は透過特性を付与するために、複数の境界面で反射する光が、強め合う又は弱め合
う干渉を受けるように、ミクロ層は十分に薄い。光を紫外線波長、可視光波長、又は近赤
外線波長で反射するように設計された光学フィルムの場合、各ミクロ層は、一般に、約１
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μｍ未満の光学厚さ（即ち、物理的厚さ×屈折率）を有する。しかしながら、フィルム外
面のスキン層、又はミクロ層のパケットを分離するフィルム内に配置される保護境界層な
どのより厚い層を含めることもできる。多層光学フィルム２０は、積層中で多層光学フィ
ルムの２枚以上のシートを結合するように、１つ以上の厚い接着剤層も含むこともできる
。
【００１８】
　多層光学フィルム２０の反射特性と透過特性は、それぞれのミクロ層の屈折率の関数で
ある。各ミクロ層は、少なくともフィルムの局所的位置で、面内屈折率ｎｘ、ｎｙと、フ
ィルムの厚さ方向の軸と関連付けられた屈折率ｎｚとによって特徴付けることができる。
これらの屈折率は、それぞれ互いに直交するｘ軸、ｙ軸、及びｚ軸に沿って偏光された光
の対象材料の屈折率を表わす（図１を参照）。実際には、屈折率は、賢明な材料選択及び
加工条件によって制御する。フィルム体２０は、典型的には数十又は数百の２種のポリマ
ーの交互層Ａ、Ｂを共押し出しし、その後所望により多層押出物を１つ以上の倍増ダイに
通し、次いで押出物を延伸又は他の方法で配向して最終フィルムを形成することによって
製造することができる。得られたフィルムは、典型的には数十又は数百の個々のミクロ層
で構成されており、その厚み及び屈折率は、可視又は近赤外などの所望のスペクトル領域
において１つ以上の反射帯域をもたらすように調整されている。適度な数の層で高い反射
率を達成するために、隣接するミクロ層は、ｘ軸に沿った偏光した光の屈折率の差（Δｎ

ｘ）が少なくとも０．０５を示すのが好ましい。２つの直交する偏光で高い反射率が望ま
しい場合、隣接するミクロ層は、ｙ軸に沿った偏光した光の屈折率の差（Δｎｙ）も少な
くとも０．０５を示すのが好ましい。そうでなければ、１つの偏光状態の法線入射光を反
射させ、かつ直交偏光状態の法線入射光を透過する多層スタックを生成するために、屈折
率の差Δｎｙを０．０５未満に、好ましくは約０にすることができる。
【００１９】
　必要に応じて、斜めに入射した光のｐ偏光成分に望ましい反射率特性を達成するために
、ｚ軸に沿って偏光された光の隣接するミクロ層間の屈折率差（Δｎ２）も調整すること
ができる。以下の説明を容易にするために、多層光学フィルム上の任意の対象点において
、ｘ軸は、Δｎｘの大きさが最大となるように、フィルムの平面内で配向されているとみ
なされることになる。したがって、Δｎｙの大きさは、Δｎｘの大きさ以下である（が、
これを超えない）ようにすることができる。更に、差Δｎｘ、Δｎｙ、Δｎ２を計算する
際、どの材料層から始めるべきかという選択は、Δｎｘを負数にしないことを求めること
に左右される。言い換えれば、界面を形成する２層間の屈折率の差はΔｎｊ＝ｎ１ｊ－ｎ

２ｊであり、式中、ｊ＝ｘ、ｙ、又はｚであり、層の表記１、２は、ｎ１ｘ≧ｎ２ｘ、す
なわち、Δｎｘ≧０となるように選択される。
【００２０】
　斜めの角度におけるｐ偏光の高反射率を維持するために、ミクロ層間のｚ－屈折率不整
合Δｎｘを、Δｎｘ≦０．５＊Δｎｘとなるように、実質的に、最大の面内の屈折率差Δ
ｎｘ未満に制御することができる。より好ましくは、Δｎｘ≦０．２５＊Δｎｘである。
ゼロ又はほぼゼロの大きさのｚ屈折率の不一致によって、ｐ偏光に対する反射率が入射角
の関数として一定又はほぼ一定である界面がミクロ層の間に生じる。更に、ｚ屈折率の不
一致Δｎｘは、面内屈折率の差Δｎｘと比較して反対の極性を有するように、すなわち、
Δｎｘ＜０であるように、制御することができる。この条件は、ｓ偏光の場合と同様に、
ｐ偏光に対する反射率が、入射角の増加と共に増加する境界面をもたらす。
【００２１】
　ポリマー多層光学フィルムの作製の際に用いることができる例示的な材料は、ＰＣＴ公
開ＷＯ　９９／３６２４８号（Ｎｅａｖｉｎら）で見出すことができる。望ましくは、材
料のうちの少なくとも１つは、大きい絶対値を有する応力光係数のポリマーである。換言
すれば、ポリマーは好ましくは、延伸したときに大きい複屈折（少なくとも約０．０５、
より好ましくは少なくとも約０．１、更には０．２）を生じる。多層フィルムの用途によ
っては、複屈折は、フィルムの面の２つの直行する方向の間、１つ以上の面内の方向とフ
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ィルム面に垂直な方向との間、又はこれらの組み合わせで生じる可能性がある。延伸して
いないポリマー層間の等方性の屈折率が幅広く分離している特別な場合には、少なくとも
１つのポリマーでの大きい複屈折に対する選好性は、複屈折が依然としてしばしば望まし
いとしても、緩和される可能性がある。かかる特別な場合は、ミラーフィルム及び２軸プ
ロセスを使用して形成される偏光器フィルムのためのポリマーの選択において起こる場合
があり、２軸プロセスは、フィルムを２つの直交する面内の方向に引く。更に、ポリマー
は延伸後、望ましくは複屈折を維持する能力があり、これにより所望の光学的特性が、完
成したフィルムに付与される。第２の光学層の第２のポリマーは、完成したフィルムにお
いて、第２のポリマーの少なくとも１つの方向の屈折率が、同じ方向の第１のポリマーの
屈折率と著しく異なるように、多層フィルムの他の層に対して選択することができる。便
宜上、フィルムは、わずかに２つの異なるポリマー材料のみを使用して組み立てることが
でき、押し出しプロセスの間にこれらの材料を交互配置して、図１に示すように、交互の
層Ａ、Ｂ、Ａ、Ｂ、．．．を製造する。しかしながら、２つの異なるポリマー材料のみを
交互配置することは要件ではない。その代わりに、多層光学フィルムのそれぞれの層は、
フィルム内の他の場所では見出せない独特の材料又はブレンドから構成することができる
。好ましくは、同じ又は同様の溶融温度を有するポリマーは、共押し出しされる。
【００２２】
　適切な屈折率の差と適切な層間粘着性の両方を提供する例示的な２つのポリマーの組み
合わせとしては、（１）主に単軸延伸を含むプロセスを使用して作製された偏光多層光学
フィルムに対しては、ＰＥＮ／ｃｏＰＥＮ、ＰＥＴ／ｃｏＰＥＴ、ＰＥＮ／ｓＰＳ、ＰＥ
Ｔ／ｓＰＳ、ＰＥＮ／ＥＡＳＴＡＲ（商標）、及びＰＥＴ／ＥＡＳＴＡＲ（商標）が挙げ
られ、ここで、「ＰＥＮ」は、ポリエチレンナフタレートを指し、「ｃｏＰＥＮ」は、ナ
フタリンジカルボン酸系のコポリマー又はブレンドを指し、「ＰＥＴ」は、ポリエチレン
テレフタレートを指し、「ｃｏＰＥＴ」は、テレフタル酸系のコポリマー又はブレンドを
指し、「ｓＰＳ」は、シンジオタクチックポリスチレン及びその誘導体を指し、ＥＡＳＴ
ＡＲ（商標）は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から市販されているポリエ
ステル又はコポリエステル（シクロヘキサンジメチレンジオール単位とテレフタル酸塩単
位を含むと考えられる）であり、（２）２軸延伸プロセスのプロセス条件を操作すること
によって作製された偏光多層光学フィルムに対しては、ＰＥＮ／ｃｏＰＥＮ、ＰＥＮ／Ｐ
ＥＴ、ＰＥＮ／ＰＢＴ、ＰＥＮ／ＰＥＴＧ、及びＰＥＮ／ＰＥＴｃｏＰＢＴが挙げられ、
ここで、「ＰＢＴ」は、ポリブチレンテレフタレートを指し、「ＰＥＴＧ」は、第２のグ
リコール（通常シクロヘキサンジメタノール）を使用するＰＥＴのコポリマーを指し、「
ＰＥＴｃｏＰＢＴ」は、エチレングリコールと１，４ブタンジオールの混合物を有するテ
レフタル酸又はそのエステルのコポリエステルを指し、（３）ミラーフィルム（有色ミラ
ーフィルムを含む）に対しては、ＰＥＮ／ＰＭＭＡ、ｃｏＰＥＮ／ＰＭＭＡ、ＰＥＴ／Ｐ
ＭＭＡ、ＰＥＮ／ＥＣＤＥＬ（商標）ＰＥＴ／ＥＣＤＥＬ（商標）、ＰＥＮ／ｓＰＳ、Ｐ
ＥＴ／ｓＰＳ、ＰＥＮ／ｃｏＰＥＴ、ＰＥＮ／ＰＥＴＧ及びＰＥＮ／ＴＨＶ（商標）が挙
げられ、ここで、「ＰＭＭＡ」は、ポリメチルメタクリレートを指し、ＥＣＤＥＬ（商標
）は、Ｅａｓｔｍａｎ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏ．から市販されている熱可塑性ポリエス
テル又はコポリエステル（シクロヘキサンジカルボキシレート単位、ポリテトラメチレン
エーテルエチレングリコール単位、及びシクロヘキサンジメタノール単位を含むと考えら
れる）であり、ＴＨＶ（商標）は、３Ｍ　Ｃｏｍｐａｎｙから市販されているフッ素ポリ
マーである。
【００２３】
　適切な多層光学フィルムの更なる詳細、及び関連する構造物は、米国特許第５，８８２
，７７４号（Ｊｏｎｚａら）、並びにＰＣＴ公開ＷＯ　９５／１７３０３号（Ｏｕｄｅｒ
ｋｉｒｋら）及び同ＷＯ　９９／３９２２４号（Ｏｕｄｅｒｋｉｒｋら）の中に見出すこ
とができる。ポリマー多層光学フィルム及びフィルム体には、それらの光学的特性、機械
的特性、及び／又は、化学的特性に関して選択した追加的な層及びコーティングを含むこ
とができる。米国特許第６，３６８，６９９号（Ｇｉｌｂｅｒｔら）を参照のこと。また
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ポリマーフィルム及びフィルム体には、無機層、例えば金属又は金属酸化物コーティング
又は層を含むこともできる。
【００２４】
　単純な実施形態では、ミクロ層は、１／４波スタック（すなわち、等しい光学厚さ（ｆ
率＝５０％）の本質的に２つの隣接したミクロ層をそれぞれ含む光学繰り返し単位又は単
位セルで配設された）に対応する厚さと屈折率値を有することができ、そのような光学繰
り返し単位は、光学繰り返し単位の全光学厚さの２倍の波長λを有する強め合う干渉光に
よって反射するのに有効である。かかる配設は、図１に示され、ポリマーＢのミクロ層２
４に近接するポリマーＡのミクロ層２２は、単位セル又はスタック全体を通して繰り返さ
れる光学繰り返し単位２６を形成する。フィルムの厚さ方向の軸（例えばｚ軸）に沿った
厚さ勾配を使用すると、反射帯域を拡大することができる。かかる帯域縁部を鋭くするよ
うに調整される厚さ勾配も、米国特許第６，１５７，４９０号（Ｗｈｅａｔｌｅｙら）で
考察されるように、使用することができる。
【００２５】
　ｆ率が５０％とは異なる２－ミクロ層光学繰り返しユニットを有する多層光学フィルム
、又はその光学繰り返しユニットが本質的に３つ以上のミクロ層からなるフィルムの他の
層配設も意図される。これらの代替の光学繰り返し単位の設計は、特定のより高次の反射
を減少又は除去するように構成されてもよい。例えば、米国特許第５，３６０，６５９号
（Ａｒｅｎｄｓら）、及び同第５，１０３，３３７号（Ｓｃｈｒｅｎｋら）を参照のこと
。
【００２６】
　多くの実施形態では、所望の用途により、光学スタックは、約２～約１２０マイクロメ
ートル（２００ｎｍ～５０ミル）の厚さを有し、多くの実施形態では、約０．５ミル（１
２．７マイクロメートル）の厚さが好ましい。
【００２７】
　図２は、第１の主表面３０及び第２の主表面３２を有する多層光学スタック２０を備え
る本発明の図示的なフィルム体を示す。この実施形態では、フィルム体は、主表面３０、
３２の上に２つのポリマースキン層３４、３６を備え、所望によりプレマスク層３８、４
０を更に備える。図示的な実施形態では、光学スタックは、５０％低溶融ＰＥＮ及び５０
％　ＰＥＴＧからなり、厚さが０．５ミル（１２．７マイクロメートル）で、スキン層は
、ＳＡ１１５ポリカーボネートからなり、厚さが０．２ミル（５．１マイクロメートル）
で、プレマスクは、ポリエチレンからなり、厚さが３１マイクロメートルである。
【００２８】
　典型的にはポリカーボネート又はポリカーボネートブレンドからなるスキン層は、フィ
ルムの加工、処理、変換等の間、及び最終用途の使用の間に、典型的には光学スタックの
少なくとも１方の側、そして典型的には両側の上に使用される。かかるフィルムの頑強な
物理的性能は、所望の光学的な性能特性が維持されるように、光学スタックを劣化から保
護する。
【００２９】
　多くの場合、プレマスク層は、スキン層（複数可）の外側の上に提供される。図示的な
実施例としては、スキン層（光学スタックとともに、一般的に最終物品の部分となる）を
加工の間被覆するための、ポリエチレン（例えば、ＬＤＰＥ、ＭＤＰＥ、及びＨＤＰＥ）
、及びポリウレタン材料が挙げられる。ポリエチレンは、比較的低コストでかつ可撓性な
ので、一般的に好ましい。ポリエステルプレマスクが使用される場合、レーザーによる切
断に対するその煩雑な応答のために、本発明に基づくレーザー変換の間、しばしばこれは
除去され、例えば剥がされる。
【００３０】
　本発明に基づいて、スキン層（複数可）は、多層光学フィルムスタックのものとは異な
る吸光度スペクトルを有するように選択される。材料のレーザーエネルギーの吸収は、ベ
ールの法則（Ｂｅｅｒｓ　Ｌａｗ）に従う。典型的には、レーザーがフィルムを透過する
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とき、フィルムがレーザーエネルギーの少なくとも６３％を吸収するのが望ましい。本発
明では、材料がマイクロメートル当たり０．０４より高い吸収係数を有するようにしたい
。
【００３１】
　レーザー放射
　本発明の方法は、
　（ａ）第１及び第２の主表面、並びにこれらの主表面のうちの少なくとも一方の上のポ
リマースキン層を有する多層光学フィルムを備えるフィルム体を提供することであって、
このフィルム及びスキン層は異なる吸光度スペクトルを有する、提供することと、
　（ｂ）フィルム体を切断配向に構成することと、
　（ｃ）フィルム体に１つ以上の切断を生成し、かつ縁部分を画定するためにフィルム体
が切断配向にある間にパルスレーザー放射をフィルム体に方向付けることであって、レー
ザー放射が約９．２～約９．３の波長、及び約４００Ｗ以上の出力を有する、方向付ける
ことと、を含む。
【００３２】
　フィルム体を切断配向に設定することは、本明細書に記載されるように、提供された被
加工物を取り、レーザー源による放射のために効果的な位置及び配向で配置することを含
む。フィルム体がロール形状で提供される実施形態では、本体を切断配向に設定すること
は、ロールから一部の巻きをほどくことと、これを効果的な位置及び配向で切断区域内に
配置することとを含む。当業者に理解されるように、本発明の方法は、フィルム体の処理
及び設定、レーザー放射、及び結果として得られる断片の処理のために使用可能な装置に
応じて、実質的に連続的に実行されても、又は段階的若しくは工程的プロセスで実行され
てもよい。
【００３３】
　出願者らは、レーザー放射が、レーザー切断縁部線においていかなる実質的な層剥離も
なしに、ポリマー多層光学フィルム体を切断及び細分化するのに有用であることを見出し
た。レーザー放射は、少なくとも光学フィルムのいくらかの材料が実質的な吸収を有し、
これにより吸収された電磁放射線が、効果的に切断線に沿ってフィルム体を気化する又は
切除することができる波長を有するように選択される。そうでなければ、レーザー放射は
、波長がフィルムの意図される動作範囲内にある他の入射光とまさに同じように、フィル
ムによって透過又は反射されることになる。レーザー放射は、適切な合焦光学機器によっ
て成形され、かつ適切な出力レベルに制御されて、狭い切断線に沿った気化を達成する。
好ましくは、レーザー放射は、予めプログラムされた命令に従って被加工物を横切って迅
速にスキャンすることもでき、かつ迅速にスイッチを入り切りして、任意形状の切断線に
追従することもできる。この点について有用であることが見出された市販のシステムは、
レーザー処理モジュール、ＬａｓｅｒＳｈａｒｐ（商標）として市場に出されおり、Ｌａ
ｓＸ　Ｉｎｄｕｓｔｒｉｅｓ　Ｉｎｃ．（ミネソタ州セントポール）から販売されている
。これらのモジュールは、被加工物を切断するために約１０．６μｍ（約９．２～約１１
．２μｍ）の波長で動作するＣＯ２レーザー源を使用する。
【００３４】
　図３及び図４は、光学フィルム体に一般的に使用されるポリマー材料の図示的な吸収ス
ペクトルを示す。図３では、一般的なポリエチレンプレマスク、ＳＡ１１５ポリカーボネ
ートスキン層、及び典型的な多層光学フィルム、すなわちスキンを備えた光学スタック（
例えば、ＰＥＴ、ＰＥＮ、及びｃｏＰＥＮを含む）の吸収スペクトルが示される。図４で
は、ＰＥＴ及びＰＥＮの吸収スペクトルが示される。
【００３５】
　多層の光学スタックは、１つの偏光では多色光に対して透明になるように構成されるが
、他の偏光では強く反射する。従来のかかるスタック及びこれらを備える光学体のレーザ
ー切断の問題は、従来のレーザー切断の間に典型的に遭遇する、レーザー切断端部の近傍
の本体の部分に劣化をもたらし、スタックの影響を受けた部分内に光学的特性の変化をも
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たらす、例えば、切断端部の近傍の部分におけるスタックの光学的出力の損失につながる
、温度サイクル及び迅速な急冷の影響である。かかる性能の変化は、最低でも外見上望ま
しくなく、切断された光学体の機能的な有用性を損う場合がある。本発明は、驚くべきこ
とに、そうでなければ予想されることになる、端部劣化の程度を最低限にしながら、レー
ザー変換の性能の有利点を達成する方法を提供する。結果として、高性能のフィルム体を
様々な構成で効率的かつ生産的に作製することができる。
【００３６】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、約９．２～約９．３μｍ、好ましく
は約９．２５μｍ、の波長を有することになる。発明者らは、驚くべきことに、上記のよ
うに、この波長、すなわちポリカーボネートは強く吸収するが、比較して主光学コアのピ
ーク吸光度の９．１～９．２の範囲より高い波長を使用して、光学フィルム体の優れた切
断が得られることを見出した。結果として、かかるフィルム体の効果的な切断が、切断端
部において予想される光学的な性能の実質的な劣化を被ることなくレーザー放射で達成さ
れることが、驚くべきことに見出された。
【００３７】
　レーザー放射の適用の間、フィルム体の標的となった部分は、急激に加熱され、フィル
ム体材料の効果的な切除、又は気化がもたらされる。
【００３８】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、約５０％以下のパルスデューティサ
イクルを有することになる。低減したデューティサイクルを使用することは、残留熱を光
学フィルム体のレーザー切断端部に近接する部分に蓄積せずにレーザー切断端部からより
効果的に除去することができる時間をより多く提供する。
【００３９】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、約２５０μｍ以下の焦点スポットサ
イズを有することになる。
【００４０】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、少なくとも約２０ｋＨｚのパルス繰
返し数、好ましくは、少なくとも約２００ｋＨｚのパルス繰返し数を有することになる。
より速いパルス繰返し数を使用することは、フィルム体の切断標的部分のより速い温度上
昇につながり、潜在的に損傷する量の熱がフィルム体の縁部分内に伝播する前に、この部
分が気化され、かつ切除されることにつながる。
【００４１】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、約２０マイクロ秒以下のパルス幅を
有することになる。
【００４２】
　典型的には、本発明で使用されるレーザー放射は、少なくとも４００ワットの平均出力
を有することになる。かかる高出力は、潜在的に損傷する量の熱がフィルム体の縁部分内
に伝播する前に、フィルム体の切断標的部分を迅速に気化及び切除するように機能する。
【００４３】
　いくつかの実施形態では、レーザー放射は、少なくとも約１メートル／秒の切断速度を
使用して方向付けられる。当然のことながら、これは、レーザー放射及びウェブの両方を
相互に対して同時に動かす、又は一方を静止して保持し、同時にもう一方をそれに従って
動かすことによって実行することができる。
【００４４】
　いくつかの実施形態では、方向付ける工程はレーザー切断ステーションにおいて実行さ
れ、この方向付ける工程は、空気流をレーザーステーションを横切る第１の方向に提供す
ることを更に含む。「補助」ガスのかかる使用は、当業者に既知であり、例証的な適切な
ガスとしては、空気、窒素ガス、及び酸素ガスが挙げられる。かかる手段の使用は、気化
した材料がフィルム体の表面上に堆積し、これが凝縮してその上に所望の物理的及び光学
的特性を損うことになる堆積物を形成する傾向を最低限にする可能性がある。
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【００４５】
　当然のことながら、光学フィルム、それから形成された本体等を処理するための他の適
切な既知の技法は、本発明に基づいて使用されてもよい。例えば、米国特許第６，９９１
，６９５号（Ｔａｉｔら）は、切断されたフィルム体を支持するための静電的に活性のラ
イナーの使用を開示し、この技法は、所望される場合は、本発明とともに使用されてもよ
い。
【００４６】
　レーザー照射プロセスの間、レーザー放射によって標的とされたフィルム体の部分は切
除され、フィルム体に、最終的に本体の第１の主表面から第２の主表面まで完全に本体を
通って延在する、切断を形成する。
【００４７】
　図５に図示するように、いくつかの有利な特徴がもたらされる。
【００４８】
　フィルム体内の層は、光学体の一方の主表面からもう一方の主表面まで延在する結果と
して生じる縁部分４２に沿って融解される。これは、機械的な切断方法とともに一般的に
遭遇する有害な層剥離の可能性を低減する。かかる層剥離は、特に層剥離欠陥が切断端部
から伝播する場合、結果として生じる光学体の光学的な性能を損う可能性がある。更に、
かかる欠陥は、汚損及び他の汚染物質が光学体の中に入る機会を与える。
【００４９】
　別の有利な特徴が、ポリカーボネートスキン層（複数可）において見出された。レーザ
ー切断端部周辺の部分で遭遇する従来のレーザー切断方法と比較して低減された熱エネル
ギーのため、各ポリカーボネート系スキン層は、わずかに約２５マイクロメートル以下の
幅の変色区域４４のみを有する。典型的には、かかる小さい寸法の形態は、肉眼では容易
に見ることはできない。したがって、重要な外見上の利点が達成される。
【００５０】
　更なる有利な特徴は、光学スタック２０において見出される。レーザー切断端部周辺の
光学スタック２０の部分で遭遇する、従来のレーザー切断方法と比較して低減された熱エ
ネルギーのために、結果として生じる光学スタックの縁部分４６は、より小さい、すなわ
ち典型的には約１００マイクロメートル以下の幅を有する熱影響区域を有する。
【００５１】
　追加的な利点は、本発明で達成される効果的な気化及び切除に起因して、気化された標
的フィルム体材料は、例えば補助ガスを使用して、切断操作から効果的に除去することが
でき、結果として、フィルム体の表面は、端部切断において、あったとしてもごくわずか
な厚さ追加を呈する。
【実施例】
【００５２】
　以下の実験は、例えば図２に示される、光学フィルム体のレーザー変換を評価するため
に実行された。スペクトルは、図３及び図４に示される。
【００５３】
　フィルム体は、（ａ）５０％の低融解ＰＥＮ及び５０％のＰＥＴＧを含み、かつ０．５
ミル（１２．７マイクロメートル）の厚さの光学スタックと、（ｂ）それぞれＳＡ１１５
ポリカーボネートを含み、かつ０．２ミル（５．１マイクロメートル）の厚さの２つのス
キン層と、（ｃ）それぞれポリエチレンを含み、３１マイクロメートルの厚さの２つのプ
レマスク層と、をそれぞれ備える。
【００５４】
　スペクトルの研究により以下の観測結果を得た。
【００５５】
　（１）１０．６マイクロメートルにおいて、４つの材料（ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＥＮ、ＰＣ
）のいずれも良好な吸収を呈しない。
【００５６】
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　（２）ＰＥは、長波ＩＲ領域で極めて低い吸収を有する。
【００５７】
　（３）ＰＣは、９．２５マイクロメートルと９．９マイクロメートルとの中で、その最
も強い吸収を有する。
【００５８】
　（４）ＰＥＴが９．１マイクロメートルにおいて吸収する一方で、ＰＥＮは、９．２マ
イクロメートルにおいてその最も強い吸収を有する。９．２５マイクロメートルにおいて
、ＰＥＴ及びＰＥＮの両方は、中程度の吸収を有する。
【００５９】
　実施例１：９．２７マイクロメートル波長における変換
　レーザーは、ＰＲＥＣＯ（商標）ＥＡＧＬＥ（商標）レーザーで、スキャナーは、ＳＣ
ＡＮＬＡＢ（商標）ＨＵＲＲＹＳＣＡＮ（商標）３０であった。レーザー出力電力は２２
４Ｗ、変調速度は約５０％、合焦スポットサイズは１６０マイクロメートル、Ｍ２は、＜
１．１だった。レーザー合焦スポット走査速度は、２０インチ／ｓ（５０．８ｃｍ／ｓ）
、４０インチ／ｓ（１０１．６ｃｍ／ｓ）、６０インチ／ｓ（１５２．４ｃｍ／ｓ）、８
０インチ／ｓ（２０３．２ｃｍ／ｓ）、及び１００インチ／ｓ（２５４ｃｍ／ｓ）でそれ
ぞれ試験した。
【００６０】
　速度が８０インチ／ｓ（２０３．２ｃｍ／ｓ）未満のとき、レーザーは、光学フィルム
体の層を通して切断を達成したが、レーザー切断端部におけるスキン層の変色に起因した
端部領域の黄色化が明白であった。
【００６１】
　実施例２：変換１０．６マイクロメートル波長
　レーザーは、ＣＯＨＥＲＥＮＴ（商標）Ｅ４００レーザーであり、スキャナーは、ＳＣ
ＡＮＬＡＢ（商標）ＨＵＲＲＹＳＣＡＮ（商標）３０であった。レーザー出力電力は２２
６Ｗ、変調速度は約２０％、合焦スポットサイズは１６０マイクロメートル、Ｍ２は、＜
１．１だった。レーザー合焦スポット走査速度は、２０インチ／ｓ（５０．８ｃｍ／ｓ）
、４０インチ／ｓ（１０１．６ｃｍ／ｓ）、６０インチ／ｓ（１５２．４ｃｍ／ｓ）、８
０インチ／ｓ（２０３．２ｃｍ／ｓ）、及び１００インチ／ｓ（２５４ｃｍ／ｓ）でそれ
ぞれ試験した。
【００６２】
　ＰＥ、ＰＥＴ、ＰＥＮ、又はＰＣのポリマー材料のうちのいずれも、著しい吸収をこの
波長領域において呈しなかった。しかしながら、この実験では、レーザー変調は、９．２
７マイクロメートルレーザー実験での５０％と比較して、わずかに２０％であった。
【００６３】
　速度が６０インチ／ｓ（１５２．４ｃｍ／ｓ）未満のとき、レーザーは、光学フィルム
体の層を通した切断を達成したが、９．２７マイクロメートルにおいて変換されたときと
同様に、端部領域の黄色化は、明白だった。
【００６４】
　実施例３：９．２７マイクロメートル波長における変換
　レーザーは、ＰＲＥＣＯ（商標）ＥＡＧＬＥ（商標）レーザーで、スキャナーは、ＳＣ
ＡＮＬＡＢ（商標）ＨＵＲＲＹＳＣＡＮ（商標）３０であった。レーザー出力電力は２２
４Ｗ、変調速度は約５０％、合焦スポットサイズは１６０マイクロメートル、Ｍ２は、＜
１．１だった。
【００６５】
　この実施例では、上面のプレマスクＰＥ層は剥がされ、レーザー変換プロセスで発生し
た蒸気を吹き払うために、空気が補助ガスとして使用された。
【００６６】
　少なくとも４００インチ／ｓ（１０１６ｃｍ／ｓ）（スキャナーの最大）の速度におい
て、切断が、上面の、すなわち露出されたスキン層と、光学スタックと、底面スキン層と
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を通して行われた。底面プレマスクＰＥ層は、貫通して切断されなかった。端部領域にお
ける黄色化はみられず、実施例１で得られた結果と比較して、フィルム体の光学的特性は
保持された。
【００６７】
　実施例４：１０．６マイクロメートル波長における変換
　レーザーは、ＣＯＨＥＲＥＮＴ（商標）Ｅ４００レーザーであり、スキャナーは、ＳＣ
ＡＮＬＡＢ（商標）ＨＵＲＲＹＳＣＡＮ（商標）３０であった。レーザー出力電力は２２
６Ｗ、変調速度は約２０％、合焦スポットサイズは１６０マイクロメートル、Ｍ２は、＜
１．１だった。
【００６８】
　この実施例では、上面のプレマスクＰＥ層は剥がされ、レーザー変換プロセスで発生し
た蒸気を吹き払うために、空気が補助ガスとして使用された。
【００６９】
　３００インチ／ｓ（７６２ｃｍ／ｓ）（スキャナーの最大）の速度において、切断が、
上面の、すなわち露出されたスキン層と、光学スタックと、底面スキン層とを通して行わ
れた。いくらかの再溶融、及び黄色化が端部において観測された。
【００７０】
　添付図面を参照しながら、本発明を好ましい実施形態と関連付けて完全に説明したが、
様々な変更及び修正が当業者に明らかであることに留意されたい。そのような変更及び修
正は、添付された特許請求の範囲によって定められるような本発明の範囲から逸脱しない
限り、これに含まれるものと理解すべきである。本明細書に引用される全ての特許、特許
書類、及び刊行物の完全な開示は、参照によりそれら全体が組み込まれる。本発明の実施
態様の一部を以下の項目［１］－［３０］に記載する。
［１］
　第１の主表面及び第２の主表面と、前記主表面のうちの少なくとも１つの上のポリカー
ボネート系スキン層と、を有する光学スタックを備えるフィルム体であって、前記フィル
ム体は、前記第１の主表面及び前記第２の主表面を接続する少なくとも１つの縁部分を有
し、前記縁部分において、前記スキン層は、約２５マイクロメートル以下の幅を有する変
色区域を有し、前記光学スタックは、約１００マイクロメートル未満の幅を有する光学的
な熱影響区域を有する、フィルム体。
［２］
　前記光学スタックが、多層光学フィルムを備える、項目１に記載のフィルム体。
［３］
　前記光学スタックが、少なくとも第１のポリマーと第２のポリマーとの交互層を備える
、項目１に記載のフィルム体。
［４］
　前記第１のポリマーと前記第２のポリマーとのうちの少なくとも１つは、応力誘起複屈
折を有する、項目３に記載のフィルム体。
［５］
　前記光学スタックが、前記第１のポリマーの層と、０．５マイクロメートル以下の平均
厚さを有する半結晶ポリマーの層と、０．５マイクロメートル以下の平均厚さを有する前
記第２のポリマーの層とを備え、前記光学スタックが、少なくとも一方向に、少なくとも
その方向の延伸されていない寸法の２倍延伸されている、項目１に記載のフィルム体。
［６］
　前記光学スタックが、少なくとも２方向に延伸されている、項目５に記載のフィルム体
。
［７］
　前記第１のポリマーと前記第２のポリマーとは組成が異なり、前記光学スタックの各層
は、０．５マイクロメートル以下の厚さを有する、項目１に記載のフィルム体。
［８］
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　前記光学スタックの各層は、ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）、ポリアルキレンテ
レフタレート、ポリシクロヘキサンジメチレンテレフタレート、ポリイミド、ポリエーテ
ルイミド、アタクチックポリスチレン、ポリカーボネート、ポリメタクリレート、ポリア
クリレート、シンジオタクチックポリスチレン（ｓＰＳ）、シンジオタクチックポリ－ア
ルファ－メチルスチレン、シンジオタクチックポリジクロロスチレン、セルロース誘導体
、ポリアルキレンポリマー、フッ素化ポリマー、塩素化ポリマー、ポリスルホン、ポリエ
ーテルスルホン、ポリアクリロニトリル、ポリアミド、シリコーン樹脂、エポキシ樹脂、
ポリビニルアセテート、ポリエーテル－アミド、アイオノマー樹脂、エラストマー、ポリ
ウレタン、ＰＥＮのコポリマー（ｃｏＰＥＮ）、ポリアルキレンテレフタレートのコポリ
マー、スチレンコポリマー、４，４’－二安息香酸とエチレングリコールとのコポリマー
、及びこれらのブレンド、のうちの少なくとも１つを含む、項目１に記載のフィルム体。
［９］
　前記ポリエチレンナフタレート（ＰＥＮ）は、２，６－ＰＥＮ、１，４－ＰＥＮ、１，
５－ＰＥＮ、２，７－ＰＥＮ、及び２，３－ＰＥＮから選択され、前記ポリアルキレンテ
レフタレートは、ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリブチレンテレフタレート
、及びポリ－１，４－シクロヘキサンジメチレンテレフタレートから選択され、前記ポリ
イミドは、ポリアクリルイミド類であり、前記ポリメタクリレートは、ポリイソブチルメ
タクリレート、ポリプロピルメタクリレート樹脂、ポリエチルメタクリレート、及びポリ
メチルメタクリレートから選択され、前記ポリアクリレートは、ポリブチルアクリレート
、及びポリメチルアクリレートから選択され、前記セルロース誘導体は、エチルセルロー
ス、酢酸セルロース、プロピオン酸セルロース、酢酸酪酸セルロース、及び硝酸セルロー
スから選択され、前記ポリアルキレンポリマーは、ポリエチレン、ポリプロピレン、ポリ
ブチレン、ポリイソブチレン、及びポリ（４－メチル）ペンテン）から選択され、前記フ
ッ素化ポリマーは、ペルフルオロアルコキシ樹脂類、ポリテトラフルオロエチレン、フッ
素化エチレン－プロピレンコポリマー類、ポリフッ化ビニリデン、及びポリクロロトリフ
ルオロエチレンから選択され、前記塩素化ポリマーは、ポリ塩化ビニリデン、及びポリ塩
化ビニルから選択され、前記エラストマーは、ポリブタジエン、ポリイソプレン、及びネ
オプレンから選択され、前記ＰＥＮのコポリマーは、（ｉ）２，６－、１，４－、１，５
－、２，７－、若しくは２，３－ナフタレンジカルボン酸のコポリマー、又はそれらのエ
ステル、及び（ｉｉ）（ａ）テレフタル酸、若しくはそのエステル類、（ｂ）イソフタル
酸、若しくはそのエステル類、（ｃ）フタル酸、若しくはそのエステル類、（ｄ）アルカ
ングリコール類、（ｅ）シクロアルカングリコール類、（ｆ）アルカンジカルボン酸類、
又は（ｇ）シクロアルカンジカルボン酸類から選択され、前記ポリアルキレンテレフタレ
ートのコポリマーは、（ｉ）テレフタル酸、又はそのエステル類、及び（ｉｉ）（ａ）ナ
フタレンジカルボン酸、若しくはそのエステル類、（ｂ）イソフタル酸、若しくはそのエ
ステル類、（ｃ）フタル酸、若しくはそのエステル類、（ｄ）アルカングリコール類、（
ｅ）シクロアルカングリコール類、（ｆ）アルカンジカルボン酸類、又は（ｇ）シクロア
ルカンジカルボン酸類のコポリマーから選択され、前記スチレンコポリマーは、スチレン
－ブタジエン共重合体類及びスチレン－アクリロニトリルコポリマー類から選択される、
項目８に記載のフィルム体。
［１０］
　前記光学スタックが、ＰＥＮ／ｃｏＰＥＮ、ＰＥＴ／ｃｏＰＥＮ、ＰＥＮ／ｓＰＳ、Ｐ
ＥＴ／ｓＰＳ、ＰＥＮ／ポリシクロヘキサンジメチレンテレフタレート、及びＰＥＴ／ポ
リシクロヘキサンジメチレンテレフタレート、から選択される第１のポリマー／第２のポ
リマーの組み合わせを備える、項目９に記載のフィルム体。
［１１］
　前記光学スタックが、数十個の層を備える、項目１に記載のフィルム体フィルム。
［１２］
　前記光学スタックが、数百個の層を備える、項目１に記載のフィルム体。
［１３］
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　前記光学スタックが、数千個の層を備える、項目１に記載のフィルム体フィルム。
［１４］
　前記スキン層が、ポリカーボネート、又はポリカーボネートブレンドを含む、項目１に
記載のフィルム体。
［１５］
　その少なくとも１つの側の上に取り外し可能なプレマスクを更に備える、項目１に記載
のフィルム体。
［１６］
　フィルム体を細分化する方法であって、
　（ａ）第１の主表面及び第２の主表面と、前記主表面のうちの少なくとも１つの上のポ
リマースキン層と、を有する光学スタックを備えるフィルム体を提供することであって、
前記フィルム及びスキン層は異なる吸光度スペクトルを有する、提供することと、
　（ｂ）前記フィルム体を切断配向に構成することと、
　（ｃ）前記フィルム体が切断配向にある間に、前記フィルム体に１つ以上の切断を生成
し、かつ縁部分を画定するためにパルスレーザー放射を前記フィルム体に方向付けること
であって、前記レーザー放射が約９．２～約９．３の波長、及び約４００Ｗ以上のレーザ
ー平均出力電力を有する、方向付けることと、を含む、方法。
［１７］
　前記フィルム体が、ポリカーボネート、ポリエステル、ポリエステルテレフタレート、
及びペンタセンのうちの２つ以上を含む、項目１６に記載の方法。
［１８］
　前記フィルム体がロール形態で提供され、前記提供する工程が、継続的に前記フィルム
体の巻きをほどくことを含む、項目１６に記載の方法。
［１９］
　前記フィルム体がロール形態で提供され、前記構成する工程が、前記ロールから前記フ
ィルム体の部分の巻きをほどくことと、前記部分を前記切断区域に位置付けることとを含
む、項目１６に記載の方法。
［２０］
　前記フィルム体が、シート形態で提供され、前記フィルム体を切断配向に構成すること
は、前記シートを前記切断区域に位置付けることを含む、項目１６に記載の方法。
［２１］
　前記フィルム体を切断配向に構成することは、前記フィルム体の前記作業区域を支持表
面上に位置付けることを含む、項目１６に記載の方法。
［２２］
　前記レーザー放射は、約９．２５の波長を有する、項目１６に記載の方法。
［２３］
　前記レーザー放射は、約５０％以下のパルスデューティサイクルを有する、項目１６に
記載の方法。
［２４］
　前記レーザー放射は、約２５０μｍ以下の合焦スポットを有する、項目１６に記載の方
法。
［２５］
　前記レーザー放射が、少なくとも約２０ｋＨｚのパルス繰返し数を有する、項目１６に
記載の方法。
［２６］
　前記レーザー放射が、少なくとも約２００ｋＨｚのパルス繰返し数を有する、項目２５
に記載の方法。0
［２７］
　前記レーザー放射が、約２０マイクロ秒以下のパルス幅を有する、項目１６に記載の方
法。
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［２８］
　前記レーザー放射を方向付けることが、少なくとも約１メートル／秒の切断速度の使用
を含む、項目１６に記載の方法。
［２９］
　前記方向付ける工程は、レーザー切断ステーションにおいて実行され、前記方向付ける
工程は、第１の方向で前記レーザーステーションを横切って補助ガス流を提供することを
更に含む、項目１６に記載の方法。
［３０］
　前記補助ガスは、空気、窒素、及び酸素からなる群から選択される、項目２９に記載の
方法。

【図１】

【図２】

【図３】
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